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・興味あるパラメータ が統計的汎関数  (G) で書ける場合を考察する. ここで G は母集団分布とする．

例えば はモーメント, 分位点, 生存関数, 回帰関数, 誤判別確率などが典型的な例である. G の代わりに経験分布

を代入すれば推定量 が得られる. をノンパラメトリック推定量と呼ぶ．

・統計モデル M = { f (x, ) : ∈ }が仮定される場合は,  はパラメトリックな推論が可能で, 最尤推定量 が得られる .

生存解析でコックス回帰モデルの下で生存関数を推定する状況などが典型となる．

・最尤推定量 はノンパラメトリック推定量 よりも有効となる. しかし採用されたモデル M だけがデータに適合する

唯一つのモデルとは限らない . Mは数学的な簡便さや従来の慣習からモデル M が選ばれることが多い．このことを

考慮してモデル M と同等なモデルを全て許容する  のロバストな信頼領域について考察する (Copas-Eguchi, 2010).

要旨：

問題設定：

Us = {u : Ef u=0, Ef us=0}
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